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なんのためにレポートを書くのか？

レポートにはかならず「目標」がある

例1：理工系の実験レポートならば「理解」「考える力をつける」

例2：よい成績を得たい

一般化すると，

レポートは[ 〕ために書く．

「わかりやすく書く」ことは，「目標」を満たすための「手段」．
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「読む」と「書く」との間を埋めるためには？
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・読書と文章執筆の間にはギャップが存在する．
（読書好きでも，いきなりは書けない）

・文章構成の力を向上させるためには，階層的構造化に
慣れるための段階的な訓練が必要

演習１： 文章の良し悪しの比較

演習２： 文章の要約． 引用ルールに注意！



演習１：文章の良し悪しの比較 （15分間）

配布資料 [別紙１] レポートＡ，レポートＢ参照

演習のルール：

・２つのレポートA、Bを読み比べて「良い」と判断した方

を選ぶ．

・「良い」と判断した理由を２つ以上書きだす．
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文章の構造化
・少なくとも ①レポート全体，②段落，③単文 の3レベルの構造化

・「物語調」は厳禁！
実施したことを起こった順に並べても論理的にはならない．
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構造の「型」が，
書き手と読み手の間
で共有されていれば，
理解されやすい．
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「問い」を立てる

文章構造の「型」の例



レポート全体は「階層的」に構造化する（階層化）

同じ種類の内容は一ヵ所にまとめる．
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演習２：文章の要約

原文中のフレーズを引用（≒そのまま使用）して疑似的に要約できること。
注） 引用＝要約ではない。気を付けないと剽窃とみなされる。



演習２ 文章の要約 （15分間）

【要約のやり方】 要約には，abstract，summary，digest 等がある

パターン１：原文のキーフレーズを抜き出して整理する
パターン２：原文の大意を読み取って自分自身の言葉で書く

配布資料 [別紙２] 「社説 医療改革 とても安心できない」参照
（朝日新聞 (2006.6.19))

演習のルール：
・文中に傍線が引いてあるフレーズを，p.7に示した
「文章構造の『型』の例」に従って階層的に構造化する．

・構造化したフレーズに最小限の修飾をして文章としての
体裁を整える．引用符を忘れないよう注意する．

ヒント：
原文は，1099文字
再構造化して要約すれば，200文字前後
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演習２ 文章の要約
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社説中のフレーズの構造化
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質問などあれば、下記までお気軽にお問い合わせください．

教育センター 桐山 聰

Mail: kiriyama@tottori-u.ac.jp

附属図書館 学術情報係

Mail: ac-gakuju@adm.tottori-u.ac.jp

Tel: 0857-31-5673
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